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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 6日 (2007.7.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ
目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 手 段 と 、
　 前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、
鍵 操 作 す る の に 最 適 な 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、
　 前 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に
最 も 近 い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 手 段 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 運 指 情 報 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ
目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 手 段 と 、
　 前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、
そ の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い 音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低 い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る
操 作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、
　 前 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に
最 も 近 い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 手 段 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 運 指 情 報 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ
目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 手 段 と 、
　 前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、
そ の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い 音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低 い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る
操 作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、
　 前 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 指 位 置 が 弾 く
べ き 鍵 よ り 低 音 側 に 位 置 し 、 か つ 押 鍵 操 作 さ れ て い な い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ



ー タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 手 段 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 運 指 情 報 生 成 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 で は 、

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 で は 、
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曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ
目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 と 、
前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 鍵
操 作 す る の に 最 適 な 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 処 理 と 、
前 記 設 定 処 理 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に 最
も 近 い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 処 理 と
を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 運 指 情 報 生 成 処 理 プ ロ グ ラ ム 。

曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ
目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 と 、
前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 そ
の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い 音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低 い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る 操
作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 処 理 と 、
前 記 設 定 処 理 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に 最
も 近 い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 処 理 と
を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 運 指 情 報 生 成 処 理 プ ロ グ ラ ム 。

曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ
目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 と 、
前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 そ
の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い 音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低 い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る 操
作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 処 理 と 、
前 記 設 定 処 理 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 指 位 置 が 弾 く べ
き 鍵 よ り 低 音 側 に 位 置 し 、 か つ 押 鍵 操 作 さ れ て い な い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー
タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 処 理 と
を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 運 指 情 報 生 成 処 理 プ ロ グ ラ ム 。

曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の
切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ 目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す
る フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 と 、 前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ
ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 鍵 操 作 す る の に 最 適 な 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 処 理 と 、 前 記
設 定 処 理 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に 最 も 近
い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 処 理 と を コ ン ピ ュ ー タ
で 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切
れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ 目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る



【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 で は 、

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 と 、 前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー
タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 そ の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い 音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低
い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る 操 作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 処 理 と 、 前 記 設 定
処 理 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に 最 も 近 い 指
を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る 運 指 デ ー タ 生 成 処 理 と を コ ン ピ ュ ー タ で 実
行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る 動 作 の 切
れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ 目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を 生 成 す る
フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 と 、 前 記 フ レ ー ズ デ ー タ 生 成 処 理 に よ り 生 成 さ れ る フ レ ー ズ デ ー
タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 そ の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い 音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低
い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る 操 作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る 設 定 処 理 と 、 前 記 設 定
処 理 に よ り 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 指 位 置 が 弾 く べ き 鍵 よ り
低 音 側 に 位 置 し 、 か つ 押 鍵 操 作 さ れ て い な い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成
す る 運 指 デ ー タ 生 成 処 理 と を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。



【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 １ 、 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る
動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ 目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を
生 成 し 、 フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 鍵 操 作 す る の に 最 適 な 手 の 位 置 を 設 定 す
る 。 そ し て 、 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に 最 も 近 い
指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る の で 、 曲 進 行 に 応 じ て 移 動 す る 手 の 位 置
を 考 慮 し つ つ 、 弾 き 易 い 指 使 い の 運 指 情 報 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ２ 、 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る
動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ 目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を
生 成 し 、 フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 そ の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い
音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低 い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る 操 作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る
。 そ し て 、 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 弾 く べ き 鍵 に 最 も 近 い 指
を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成 す る の で 、 曲 進 行 に 応 じ て 移 動 す る 手 の 位 置 を
考 慮 し つ つ 、 弾 き 易 い 指 使 い の 運 指 情 報 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ３ 、 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 曲 を 構 成 す る 各 音 を 表 す 楽 曲 デ ー タ か ら 鍵 操 作 す る
動 作 の 切 れ 目 を 検 出 し 、 検 出 し た 切 れ 目 で 区 切 ら れ る 各 区 間 を 指 定 す る フ レ ー ズ デ ー タ を
生 成 し 、 フ レ ー ズ デ ー タ が 指 定 す る 各 区 間 毎 に 、 そ の 区 間 に お い て 鍵 操 作 さ れ る 最 も 高 い
音 高 の 鍵 位 置 と 最 も 低 い 音 高 の 鍵 位 置 と で 定 ま る 操 作 範 囲 に 対 応 し た 手 の 位 置 を 設 定 す る
。 そ し て 、 設 定 さ れ た 手 の 位 置 に 対 応 し て 鍵 操 作 す る 各 指 の 内 、 指 位 置 が 弾 く べ き 鍵 よ り
低 音 側 に 位 置 し 、 か つ 押 鍵 操 作 さ れ て い な い 指 を 弾 く べ き 指 に 割 当 て た 運 指 デ ー タ を 生 成
す る の で 、 曲 進 行 に 応 じ て 移 動 す る 手 の 位 置 を 考 慮 し つ つ 、 弾 き 易 い 指 使 い の 運 指 情 報 を
生 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

(5) JP 2006-154121 A5 2007.8.30


	header
	written-amendment

